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１．はじめに 

地すべり対策工の抑制工の一つである集水井は井戸，集水ボーリングおよび排水ボーリングで構成され，地

すべり後背斜面および地すべり土塊内の深層地下水を低下させ，地すべりの安定を図る抑制工法として採用さ

れている．設置位置はのり面や自然斜面内にあり，道路の維持管理上，直接目視することが困難であることが

多く，適切に維持管理がなされていない場合，集水井の機能の低下により地すべりに対する抑制力を低減させ

ることに繋がる． 

本稿では高速道路に付帯している集水井を対象に点検を行った結果を基に，効果的な維持管理の手法につい

ての検討を行った． 

 

２．高速道路の集水井の維持管理状況 

 現在の集水井の維持管理状況は変状，性能，機能および外観

等の状態を把握し，集水井台帳に整理している．集水井の点検

頻度は点検要領 1)に則り 5年に 1回以上実施することとしてい

る． 

 また集水・排水ボーリング孔は経年により目詰まりや管閉塞

等を起こすため，高圧洗浄機を用いた集水・排水ボーリング孔

の洗浄（以下，「洗浄工」という．）を実施している．長野地区

の集水井に対し，洗浄工前後に計測した湧水量の平均を図－1

に示す．集水・排水ボーリング孔とも洗浄工後には湧水量が増

加し，洗浄工の効果を確認した． 

排水ボーリング孔からの排水量と降雨量の経年変動を調査

した例を図－2示す．調査は天候に関係なく月 1回の頻度で排

水量(ℓ /分)を計測した．当該集水井は 2014 年度に集水ボーリ

ングの洗浄工が実施されたことにより排水量が増加しており，

その後効果が継続していることがわかる．また降雨量と排水量

の変動に着目すると概ね降雨量に連動しているが，排水量の変

化は集水井固有のものがあると考える． 

 

３．集水井の維持管理のための提案 

既往の研究 2)によると，目詰まりが起こる原因として地下水中の鉄細菌が関与している場合が最も多く，全 
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図－1 洗浄工前後の湧水量 

図－2 排水量-降雨量 経年変動図 
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鉄量が 1mg/ℓ 以上の場合には，施設設置後 6ヶ月以内でも発生する可能性があり，0.1mg/ℓ 以下であれば集

水ボーリング孔洗浄後 6 年経過した時点でも孔口に赤褐色の付着物が少量認められる程度であることが確認

されている．また基岩地質および pH と集水ボーリング孔閉鎖の有無についての研究もなされているが，いず

れも関連性が認められていない． 

 (1)適切な洗浄サイクルの策定 

 上述のように洗浄工は目詰まりや管閉塞等に対して効果的である．た

だし集水井ごとの周辺環境により目詰まりや管閉塞等の形態や発生速度

に違いがあることが判明しているため，集水井ごとの適切な洗浄サイク

ルを求めるには，現在実施している洗浄工前後の湧水量計測に加え，全

鉄量の調査を行い集水井ごとに目詰まりや管閉塞等の発生速度および要

因を把握することが必要となる． 

 また地すべり対策として集水井工が施工されている斜面においては水

抜きボーリング工が併用されていることが多い．写真－1 および写真－2

に示すように，のり面に施工された水抜きボーリング工の孔口において

も同様な事象が確認される場合がある．今後，集水井に関する現場点検

の記録においては，このような情報も併せて記載し，維持管理に役立て

ることが重要である． 

(2)排水ボーリング孔の留意点 

 集水井の排水ボーリング孔には，一般に鋼管が使用されている． 

既往の研究 3)によると，円形鉄管(SGP 管)で施工された集水井の集水ボ

ーリング孔のストレーナ部分や管底部に腐食欠損が生じていることが確

認されており，特に施工後 10 年以上経過した場合に顕著であることが確

認されている(写真－3)． 

 集水井は地すべりの後背斜面や地すべり内に設置され，排水ボーリン

グは地すべりの外周もしくは内部を通過している場合が多い．したがっ

て排水ボーリング孔の損傷は集水した地下水を再び地すべり近傍に排水

することになり，斜面の不安定化に繋がる． 

 今後は排水ボーリング孔の健全性を定期的に調査し，必要に応じて耐

食性の高い管への更新が必要である． 

 

５．まとめ 

近年，高速道路の管理延長が増大してきており，それとともに道路資産の老朽化対策および効率的な維持管

理が重要な課題となってきている． 

本稿では東日本高速道路（株）関東支社管内にある一部の集水井の点検結果から，集水井に関する既往の研

究成果を参考に，効率的・効果的な集水井の維持管理の手法について考察を行った．今後は今回得られた知見

に加え，設置位置の地質状況および水質等の指標も考慮し，より適切な集水井の管理手法を検討していくこと

を考えている． 
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写真－1 鉄細菌による目詰まり 

写真－2 砂質分が固化した目詰まり

写真－3 集水ボーリング孔の 

管底部腐食欠損状況 3)
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